




　1974 年 Shapira 等は難聴を伴う遠位尿細管性酸血症(RTA)3 例について、赤

血球中炭酸脱水素酵素(CA)の測定を行い、Isozyme の CA-B が低下しているこ

とを報告している。

　一方 1977 年 Kaplan 等は同じ難聴を伴う。RTA3 例について CA-B が正常であ

ったと報告している。

　CA は酵素 1 分子につき 1 原子の亜鉛を有しており、亜鉛は酵素の活性部位

に局在している。近藤らは 1978 年 RTA2 例について赤血球中 CA について CA-B

の著しい低下を認め、それが亜鉛の添加により活性化されることを報告してい

る。

　遠位 RTA の診断は酸排泄試験などの負荷試験を行って確定診断される。赤血

球中 CA-B の測定で腎の CA-B 異常の可能性が推定出来れぼ非常に有用であり検

討した。


